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図2:切断バネモデルによる粘弾性相分離パターンの時間発展の様子.(a)温度が低く体積分率が大
きい系(分子量が小さい系に対応),(b)温度が高く体積分率が小さい系(分子量が大きい系に対応)･
また,いくつかの数値シミュレーションの結果,粘弾性相分離のパターンは主に二つの因子に
よって決まることが分かった.その一つめの因子は,溶媒リッチ相の核生成頻度とそれぞれの核
の成長率の比である.核生成頻度が大きいほど(図2(b)),それぞれの核が十分成長する前に他の
核の影響を受けてしまうため,特徴的な相分離パターンは細かく均一なものとなる.反対に核生
成頻度が小さい場合(図2(a))には,大きなドメインができ,相分離構造はまだらで不均一なもの
となる.二つめの因子は,それぞれの核の成長の異方性である.バネの切断があまり長さに依ら
なくなると,バネの切断は確率的なものになり,その結果,核の成長は等方的になる.一方,バネ
の切断確率が長さに大きく依存すると,力のかかったバネほど切れやすくなるため,核の成長は
弾性体の亀裂破壊のように異方的になる.現実の系でも,分子量の大きい高分子溶液を深く温度
クエンチした場合など,そのような亀裂状の相分離パターンが観測されることが報告されている.
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